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は じめに

人生80年 代 を迎 え、人々の健康への関心はいちだん と高 まっている。大学 において教

育の成果 を十分 に挙げるためには、学生の健康 が重要 な条件 となることは言 うまで もな

い。学生の健康 を蝕む原因は時代によって大 き く変わ り、常にその背景 にある文明の影

響 を受ける。近年女子学生の増加 が著 しく、特に4年 制大学での増加 が目立つ昨今、 日

常の健康管理、指導に苦慮 している問題 は少 な くない。大学進学者の増加に伴 う学生の

多様化、外 国人留学生の増加、 また不本意入学による不適応、あるいは拒食症、等等、

女子学生のかかえる心身に関す る健康上の問題は多岐 に渡 っている。健康、体力管理の

基本は、あ くまでも、自ずか ら獲得 し、自ずか らの手で築 き育て るものである。健康教

育の究極的な目的は、健康の維持、増進 にあ り、よ り良好 なる状態に一歩つつ前進 させ

ることにある。 とりあげ られ る健康問題 につ いて

1)学 生 たちが正 しい知識や理解 をもつこと

2)好 ましい態度 をもつ こと

3)必 要 なことを実行 し、よ くない事 をやめること

この ように知識、態度、行動の三つの面であるが、実際上最 も重要 なのは行動の変容

であると考える。 そこで本研究では、学生の 日常行動に関す る調査、特 に健康度調査 に

よ り、本学学生の生活の実態 を把握 し、健康教育、保健指導の基礎資料 を得 ることを目

的 とす る。

方 法

調査時期 平成4年6月

調査対象 本学平成3年 度入学生(340)名
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表(1)年 令構成

年令 件数 率

18 446 43.9

19 422 41.5

20 121 11.9

21 17 1.7

22～26 7 0.7

その他 4 0.4

計 1017 100

本学学生の生活実態調査報告(第 一報)

本学 平成4年 度入学 生(677)名

調査 内容 生 活時 間、行 動 につ いて、運動 につ いて、 食

生 活 につ いて、健康 生活 につ いて、生 活状況

につ いて、 その他学 生生 活全般 にわた って

調査 対 象の年令 構成18才(446)人

19才(422)人

20才(121)人

21才(17)人

22～26才(7)人

その他(4)人

対 象学 生 の身長、体 重 表(2)

表(2)身 長 ・体重

身 長 件数 率 体 重 件数 率

141～144 1 0.1 37～42 49 4.5

144～147 4 0.4 42～47 182 16.9

147～150 35 3.2 47～52 349 32.3

150～153 102 9.5 52～57 264 24.5

153～156 186 17.2 57～62 120 11.1

156～159 236 21.9 62～67 62 5.7

159～162 268 24.8 67～72 29 2.7

162～165 154 14.3 72～77 14 1.3

165～168 63 5.8 77～82 7 0.6

168～171 26 2.4 82～87 2 0.2

171～174 4 0.4 87～92 1 0.1

計 1079 100 1079 100

結果、調査報告

大学生の 日常行動 に関する調査 は、

個 々の大学で、さまざまな方法で行わ

れているが今回の調査項 目は九州大学

健康科学センターの使用 したもの を参

考にして作成 した。

A《 生活 時間 ・行動 につ いて》

1現 在の住居

本学学生の入学傾向 として地方学生

の入学増加が著 しい。 表(3)

調査の結果は次の表(4)に 見られる

身長の平均159.03cm よ うに住居形態 は自宅以外の学生が約

体重の平均53.1kg
35%い る。この結果一人住 まいか ら起

きる、精神的孤立、 自己中心的で協調性 を欠いたような精神不健康群の友人 との トラブ

ル、家事仕事の不馴から くる食生活のアンバ ランス等、住宅傾向一つを取 って も健康管

理、健康教育の重要性 を、ひしひ しと感 じるのである。

2い つ もの起床、就床時間

学生は昔から宵 っば りの朝寝坊 と言われているが、本学生の起床時間は表(5)の 通 り

である。午前5時 台が38人 、6時 台が282人 居 るこれは通学時間 との関係 と思われる。即

ち交通機関の発達により遠距離通学が可能になった と言える。7時 台が一番 多 く、429人
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表(3)入 学者の出身高校の所在地別

昭和55年 昭和60年 昭和63年 平成元年 平成2年 平成3年 平成4年 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

北海道

東 北 3 1.4 1 0.4 1 0.2 3 0.6 1 0.2 4 '0 .5 13 0.4

関 東 2 1.0 7 2.8 5 1.0 4 0.8 5 1.0 7 1.2 7 0.9 37 1.1

信 越 2 LO 3 0.6 2 0.4 4 0.7 5 0.7 16 0.5

北 陸 2 1.0 4 0.8 7 1.4 8 1.6 15 2.6 22 2.9 58 1.7

東 海 1 0.5 11 4.3 19 3.6 11 2.2 16 3.1 23 3.9 45 5.9 126 3.8

近 畿 173 83.2 222 87.4 433 83.1 410 83.3 422 82.1 437 74.8 529 69.3 2626 78.7

中 国 13 6.3 4 1.6 32 6.1 27 5.5 25 4.9 51 8.7 76 10.0 228 6.8

四 国 9 4.3 4 1.6 17 3.3 14 2.8 23 4.5 30 5.1 37 4.8 134 4.0

九 州 3 1.4 1 0.4 6 1.2 5 1.0 9 1.8 12 2.1 22 2.9 58 1.7

沖 縄 1 0.4 1 0.2 2 0.4 1 0.2 1 0.2 3 0.4 9 0.3

その他 3 1.2 3 0.6 6 L2 2 0.4 4 0.7 13 1.7 31 0.9

計 208 6.2 254 7.6 521 15.6 492 14.7 514 15.4 584 17.5 763 22.9 3336

表(4)現 在の住居

住居 件数 率

自宅 662 65.1

間借 23 2.3

アパ ー ト又 は
マ ン シ ョン 235 23.1

下宿(食事有) 25 2.5

寮 53 5.2

その他 19 1.8

計 1017 100

表(5)い つ もの起床時間

起床時間 件数 率

5時 38 3.7

6時 282 27.7

7時 429 42.2

8時 223 21.9

9時 32 3.1

10時 9 0.9

11時 2 0.2

12時 0 0

13時 2 0.2

計 1017 100

表(6)い つ もの就寝時間

就寝時間 件数 率

19時 1 0.1

20時 2 0.2

21時 0 0

22時 13 1.3

23時 124 12.2

24時 414 40.7

1時 330 32.4

2時 108 10.6

3時 24 2.4

5時 1 0.1

計 1017 100

で全 体 の42.2%を 占め、続 いて8時 台が223人(21.9%)と な って い る。 少数 では あ る

が、 いつ もの起床 時 間が、9時 台 が32人 、10時 台が9人 は生活 の リズム として は気 にな

る時 間帯 で ある。 起床 時 間は次の就 寝 時間 と大 き く係 って くる。

社 会全体 が夜 型の生 活 にな り、 特 に都 市 にお いては その傾 向が強 く、24時 間 テ レビ放
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映 も昨今 で は珍 し くな い。 一 人住 まい は言 うまで もな く、 自宅 生 で も、 ほ とん どの学 生

が 、個 室 を持 って い る現状 で は就 床 時 間は家 族 と関係 な く自由 で あ り、遅 くなる要 因は

数 えた ら き りが な い。 人間関係 、親 子 関係 も希薄 な現 状 では 、学校 、 アルバ イ ト、友 人

との約 束が なけれ ば、昼 頃 まで寝 て い る事 な どは、 一 人住 まいだ か らで な く自宅生 で も、

それ が許 され る昨今 で あ る。

睡 眠 時間

起床 時 間、就 床 時間 と直接 関係 して くる睡眠 時 間は表(7-1)の とお りで 、6～8時

間 とってい る学 生 が806人(79。3%)で 受験 をひか えた高 校生 の 時か ら くらべ る と比 較的

とって い るので は ないか と考 え られ る。 しか し3～4時 間 と短 い者 が35人(3.4%)、9

～10時 間 と長 い者 は23人(2 .3%)と な って い る。

3睡 眠時 間 は足 りて い るか

睡 眠 の充 足感 を見 てみ る と、十分 足 りて いる と、まあ まあ 足 りてい る を合 わせ る と781

人(76.8%)の 学 生 が 、充足 感 は得 られ てい る事 が表(7-2)で わか る。 しか しま った

く足 りて い ない と答 えた者が232人(22.8%)い る。

表(7-1)睡 眠時間は足 りているか

睡眠時間 件数 率

十分た りている 163 16.0

まあまあた りている 618 60.8

まっ た くた りて い ない 236 23.2

計 1017 100

表(7-2)目 垂巨民日寺間

睡眠時間 件数 率

4時 間 35 3.4

5時 間 154 15.1

6時 間 388 38.2

7時 間 295 29.0

8時 間 123 12.1

9時 間 17 1.7

10時 間 4 0.4

11時 間 0 0

12時 間 1 0.1

計 1017 100

睡眠時間 と就寝時刻別の充足状況表(9)表(10)で み ると、睡眠時間3、4、5時 間で

は6時 間以上の睡眠時間を とっている者 と比較す ると、全 く足 りない と訴える率が高い。

睡眠時間が3～4時 間では充足は得 られないことがわか る。では就寝時間 との関係 は就

寝時刻が遅 くなるにしたがって全 く足 りない と訴える学生が高率 となって くる。睡眠時

間は言 うまで もな く、「安眠は朝からの一 日がか りのデザ インである。」 とス トレス学説

の創始者セ リエ博士は言 っている。つ まり朝か らの生活の送 り方が安 眠の基本 というわ

けである。深い睡眠 を得 るには、やは り体内時計に合わせて、 日没か ら、適 当な時間が
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表(8)就 寝時刻別起床時刻

就寝時刻

起床時刻

19時 20時 21時 22時 23時 24時 1時 2時 3時 4時 5時 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

5時 1 50.0 2 15.4 17 14.0 14 3.4 4 1.2 38 3.7

6時 3 231 50 41.3 140 33.7 76 23.0 13 12.0 282 27.7

7時 1 100 1 50⑪ 6 462 50 413 174 4L8 150 453 38 35.2 9 37.5 429 42.2

8時 2 15.4 4 3.3 81 19.5 85 25.7 42 388 8 33.3 1 100 223 21.9

9時 7 1.7 11 3.3 9 83 5 20.8 32 31

10時 5 L5 4 3.7 9 0.9

11時 2 1.9 2 0.2

12時

后1時 2 83 2 0.2

計 1 0.1 2 0.2 13 1.3 121 122 416 40.7 331 32.4 108 10.6 24 24 1 0.1 1017 100

表(9)睡 眠時間別睡眠充足感

睡眠時間

項 目

3時 間 4時 間 5時 間 6時 間 7時 間 8時 間 9時 間 10時 間 11時 間 12時 間 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

充分 た りている 1 2.9 8 5.2 31 80 68 23.1 44 35.8 9 52.9 2 50.0 163 16.O

まあまあたりている 9 26.5 72 46.8 265 68.3 195 66.1 68 553 6 35.3 2 50.0 1 100 618 60.8

全 くた りていない 1 100 24 70.6 74 48.1 92 23.7 32 10.8 11 8.9 2 11.8 236 23.2

計 1 0.1 34 33 154 15.1 388 38.2 295 29.0 123 12.1 17 1.7 4 0.4 1 0.1 1017 100

経過 した12時 間前 が望 ま しい と言 われ て い るが 、表 でわ か る よ うに、12時 以後就 寝 す る

学生 が86.5%を 占め て い る。睡 眠 の充 足感 は、睡 眠 時間 と就寝 時刻 に大 いに左 右 され る

事 が わか る。

4通 学 方 法及 び通学 時 間

いつ もの通 学 方法 は表(11)の 通 りで 、徒 歩又 は 自転 車 のみ 利用 が181人 で(17.8%)で

大部 分 が バ ス、電 車 の 利用 で782人 で76.9%と 多 くな って い る。 通 学 時 間 は、主都 県で

は 、住宅事 情 に よ り、だ んだ ん長 くな る傾 向 にあ り、学生 の通 学 時間 も1時 間 ～2時 間

を合 わせ て50%と な り、2時 間以上 と答 えた学生 が約6%い る。

5自 由時 間

毎 日の 自由時 間は表(13)の とお りで 、3時 間未 満 が32%で 学 生 は結構 忙 し く、 いろ い

ろな事 に拘束 されて い る よ うで あ る。

6勉 強 、学 習 時間

大学 生 が学校 以外 での勉 強時 間 は想像 して いた以上 に少 ない。 これ は本学 学生 だ けで

な く他 の 調査報 告 を見て も同 じよ うな数値 で あ る。表(14)を 見 る と、30分未満 が381(37.5

%)で 、1時 間 未満 まで 合 わせ る と698人(68.7%)と な り、2時 間以上 学 習時 間 を確保

してい る学生 は、わずか6.8%に す ぎな い。自由時 聞 との関係 を見 てみ る と表(15)の とお

りで勉 強 、学 習時 間 は 自由 時間 の長短 とは あ ま り大 きな差 は認 め られ ない。 クラブ活動

と勉 強、学 習 時間 との 関係 は表(16)の とお りで あ る。 この 表か らは、 クラブ活動 を毎 日、

週3-4回 して も、何 も しな い学 生 と変 わ りな く、少 しでは あ るが毎 日、週3-4回 し
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表(10)就 寝時間別睡眠充足感

就寝時刻

項 目

19時 20時 21時 22時 23時 24時 1時 2時 3時 4時 5時 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

充分 た りて
いる 1 500 6 46.2 29 234 78 18.8 38 11.5 9 8.3 161 158

まあ まあた
りてい る

1 100 1 500 3 231 76 613 258 623 210 636 57 528 12 50.0 618 608

全 くた りて
いな い 4 308 19 153 78 188 82 248 42 389 12 500 1 100 238 234

計 1 01 2 02 13 L3 124 122 414 407 330 324 108 106 24 2.4 1 Ol lO17 100

表(11)通 学方法

通学方法 件数 率

徒歩又は自転車のみ 181 17.8

バ ス又は電車 782 76.9

その他 50 4.9

回答 なし 4 0.4

計 1017 100

表(12)通 学時間

通学時間 件数 率

30分 未満 274 27.0

30分 ～1時 間未満 172 16.9

1時 間 ～1時 間半未満 296 29.1

1時 間半～2時 間未満 216 212

2時 間以上 56 5.5

回答な し 3 0.3

計 1017 100

表(13)自 由時間

自由時間
件数 率

3時 間未満 325 32.0

3時 間～4時 間未満 278 27.3

4時 間～5時 間未満 226 22.2

5時 間以上 178 17.5

回答なし 10 1.0

計 1017 100

表(14)勉 強学習時間

勉強時間 件数 率

30分 未満 381 37.5

30分 ～1時 間未満 317 31.2

1時 間～2時 間未満 249 24.5

2時 間～3時 間未満 57 5.6

3時 間以上 12 1.2

回答な し 1 0.1

計 1017 100

ている学生が勉強時間を確保 しているようである。 自由時間別勉強時間表(15)自 由時間

が4時 間以上の学生 は4時 間未満の学生 より勉強時間 を確保 し、読書時間 も長 い。

読書時間は表(17)の とお りで70.3%が1時 間未満 となっている。 これ も他の調査では

1時 間未満が75%に なっている。活字離れが依然 として続いているようである。
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表(15)自 由時間別勉強時間

自由時間

勉強時間

3時 間未満 3～4時 間未満 4～5時 間未満 5時 間以上 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

30分 未満 145 44.6 92 33.2 71 31.4 69 38.8 377 37.5

30分 ～1時 間未満 99 30.5 99 35.7 73 32.3 44 24.7 315 31.3

1時 間～2時 間未満 61 18.8 66 23.8 66 29.2 52 29.2 245 24.4

2時 間～3時 間未満 16 4.9 19 6.9 15 6.6 7 3.9 57 5.7

3時 間以上 4 1.2 1 0.4 1 0.4 6 3.4 12 1.2

計 325 32.3 277 27.5 226 22.5 178 17.7 1006 100

表(16)ク ラブ活動の程 度 と勉強学習時間

勉強時間

毎 日す る 週3～4回 週1～2回 していない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

30分 未満 12 27.3 33 38.4 92 35.2 231 38.8 368 37.3

30分 ～1時 間未満 12 27.3 22 25.6 88 33.7 187 31.4 309 31.3

1時 間～2時 間未満 16 36.4 25 29.1 60 23.0 142 23.8 243 24.6

2時 間～3時 間未満 4 9.1 6 7.0 16 6.1 29 4.9 55 5.6

3時 間以上 5 1.9 7 1.2 12 1.2

計 44 4.5 86 8.7 261 26.4 596 60.4 987 100

自由時間 と読書 との関係 を調べ てみ ると表(18)表(17)読 書時間

の とお りで 自由時間が長いほ ど、読書 を楽 しむ時

間が長 くなって くる。

スポー ツ以外の娯楽活動 は表(19)の とお りで、

よ くす ると答えた学生は17.5%で 、あまりしてい

ない学生が半数近 くいる。娯楽活動 と読書時間 と

の関係 は表(20)の とお りで、娯楽活動 をよ くす る

学生は、あ まりしていない学生 と比べ ると、読書

時間1時 間以上の ところで高率 を示 している。勉強学習時間 との関係では、娯楽活動が

勉 強時間にあま り関係 をしていない。

読書時間
件数 率

30分 未満 295 29.1

30分 ～1時 間未満 418 41.2

1時 間以上 300 29.6

計 1014
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表(18)自 由時間別読書時間

自由時間

読書時間

3時 間未満
3時 間～

4時 間未満

4時 間～

5時 間未満
5時 間以上 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

30分 未満 129 39.8 76 27.5 46 20.4 41 23.2 292 29.1

30分 ～1時 間未満 126 38.9 131 47.5 88 38.9 68 38.4 413 41.2

1時 間以上 69 21.3 69 25.0 92 40.7 68 38.4 298 29.7

計 324 32.3 276 27.5 226 22.5 177 17.6 1003 100

表(19)ス ポーツ以外の娯楽活動

項 目 件数 率

あ ま りして いな い 422 42.1

ときどきする 405 40.4

よくす る 176 17.5

計 1003 100

表(20)娯 楽時間別読書時間

読書時間

あまり

していない
ときどきす る よ くす る 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

30分 未満 161 38.3 101 25.1 29 16.6 291 29.2

30分 ～1時 間未満 175 41.7 185 45.9 50 28.6 410 41.1

1時 間以上 84 20.0 117 29.0 96 54.9 297 29.8

計 420 42.1 403 40.4 175 17.5 998

B運 動について

我々が健康 を維持増進するためには、合理的 な食事(栄 養)、 と適切 な身体 活動(運 動)

そ して、適正な休養(睡 眠、休息など)の 三本柱が必要である。食事や、休養は、生理

的要求 として、個人差はあるにして も毎 日必要 なものであるが、運動、 スポーツはその

気を起 さなければ実践 しがた く、意志 と努 力が必要である。 人間の生命 を維持 し続 ける

ための運動本能 は、成長するに従って減退 し、思春期には、かすかにその命脈を保 って

いるにす ぎない と言われている。 それゆえに、運動本能が減退 した成 人以降は、本 人の

意志 と努力に待つ しか体育的身体活動は望め ないのである。 ルーの法則 を待つまで もな
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表(21)ス ポーツ以外の娯楽活動 と勉強時間

勉強時間

あま り

していない
時々す る よ くする 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

30分 未満 170 40.3 141 34.9 66 37.7 377 37.7

30分 ～1時 間未満 136 32.2 131 32.4 46 26.3 313 31.3

1時 間～2時 間未満 90 21.3 108 26.7 46 26.3 244 24.4

2時 間～3時 間未満 23 5.5 22 5.4 11 6.3 56 5.6

3時 間以上 3 0.7 2 0.5 6 3.4 11 1.1

計 422 42.2 404 40.4 175 17.5 1001

〈、私達の身体 は動かさなければ身体機能は減退 し維持出来 ない。 しか し現代では、科

学技術の向上に裏付 けられ労働機械化、省力化、又車をは じめ各種交通機関の発達、な

ど日常生活ではあま り動かな くても生活が出来 るようになって きている。身体諸器官の

機能 を向上維持するためには、健康の価値 を認知 し、健康の維持、増進 をもた らす身体

活動の運動効果 を十分理解 し、その上で実践す るこ とである。運動効果 を理解 しないで

の実践は、体育の生活化につ なが らない。意識運動は確 たる目標 を持 って生活習慣 とし

て定着 させ るこ とが大切である。学生の 日常生活での身体活動状況表(22)、 運動の好 き

きらいの傾向は表(27)の ようである。身体活動が少ない と答えた学生が391人(40%〉

で、これは昭和61年(大 手前女子大学論集20号)の 調査では体育実技以外、 どの程度運

動 スポーツをしていますかの問いでは、全然 しないが53.5%、 月一 回程度 も含める と62.9

%近 くにな り、身体 活動の 日常化 とはほど遠 い。運動が嫌い と答 えた学生 は96人(9.5%)

であったが、好 き、普通 を合 わせ ると90.5%の 学生が運動には興味があ り、身体活動 を

好 んでいるのである。運動 ぎらいの学生が少ない割 には特別運動(ク ラブ活動)、 スポー

ツを全然 していない学生が表(23)で597人(60.5%)と なっている。運動、スポーツをす

るのが好 きと答えなが ら実践 に結 び付かない ところに我々は 目を向けなればならない。

運動参加の方法は他の調査報告(九 州地 区)で は62.9%が 大学の クラブ同好会での参

加 となっているのに比較 して本大学では表(25)38.3%と 少な く、学内での運動施設や、

クラブ数、指導内容 など見なおし、運動が好 きな学生達 のニーズに答えて行 くべ く努力

が必要 であろ う。運動、スポーツが好 きと言いなが ら、生活の中に取 り入れ られ ない状

況の中で、運動不足感 を訴 える学生は多 く表(26)が それを表 している。いつ も感 じる、

時々感 じるを合 わせ ると92.8%の 学生が運動不足 と感 じている。感 じていないのは7.2%

とす くない。 日常運動 と運動不足 との関係 を調べて見 ると、表(28)と なる。

全体数 としては人数は少ないが、運動量が多い と答 えた学生94人 の中で、73人 の学生
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が運動不足を感 じている。普通、少ないは言 うまで もな く、全学生が運動不足を訴えて

いることになる。

クラブ活動の程度 と運動不足感 との関係 は表(29)で 見ると毎 日クラブ活動 をしている

学生が44人 でその内12人 の学生が運動不足を感 じている。練習方法、運動量など適切 に

行われているか どうか、活動回数が少な くなるほ ど当然、運動不足 を感 じる学生数は多

くな り、その関係は驚 くほど顕著 に表れている。 クラブ回数が減少す るにつれて運動不

感は高率 を示 している。

表(22)日 常 生 活 で体 を 表(23)部 、クラブ な どで特 別 表(24)一 回 の 時 間

動かす の運動・あ るいは規則的 な身体運動 をして
いるか

一

件数 率

項 目
件数 率

件数 率 1時 間未満 174 41.4

多い 96 9.8
毎 日している 43 4.4

1～2時 間未満 137 32.6

普通 489 50.1 週3～4回 87 8.8

週1～2回 260 26.3 2時 間以上 109 26.0
少ない 391 40.1

していない 597 60.5 一

計 420 100計 976 100 計 987 100
一

表(25)参 加 の方法 表(26)日 常生活 で運動不 足 を 表(27)運 動 す る こ と

件数 率
感 じますか が好 きですか

件数 率
運動
件数 率

クラブ ・同好会 161 38.3

いつ も感 じる 390 38.7 す き 448 44.5
一

友 人 ・家族 な どの
グルー プ

77 18.3

ときどき感 じる 545 54.1 普通 463 46.01人 で 128 30.5

感 じない 73 7.2 き ら い 96 9.5その他 54 12.9
一

計 420 100 計 1008 100 計 1007 100

表(28)日 常運動の程度 と運動不 足感

運動の程度

不足感

多い 普通 少 ない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

いつ も感 じる 15 16.0 136 27.9 222 57.5 373 38.5

ときどき感 じる 58 61.7 316 64.8 153 39.6 527 54.4

感 じない 21 22.3 36 7.4 11 2.8 68 7.0

計 94 9.7 488 50.4 386 39.9 968
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表(29)ク ラブ活動の程度 と運動不 足感

程度

不足感

毎 日す る 週3～4回 週1～2回 して い な い 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

いつ も感 じる 12 27.3 17 19.8 78 30.5 269 45.4 376 38.4

ときどき感 じる 25 56.8 47 54.7 156 60.9 303 51.2 531 54.3

感 じない 7 15.9 22 25.6 22 8.6 20 3.4 71 7.3

計 44 4.5 86 8.8 256 26.2 592 60.5 978 100

表(30)ク ラブ活動 の程度 と運動のす ききらい

クラブ
活動

運動
すること

毎 日す る 週3～4回 週1～2回 していない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

す き 25 56.8 54 62.8 153 59.3 205 34.6 437 44.6

普通 17 38.6 30 34.9 94 36.6 310 52.4 451 46.1

きらい 2 4.5 2 2.3 10 3.9 77 13.0 91 9.3

計 44 4.5 86 8.8 257 26.3 592 60.5 979 100

C食 生活 につ いて

健康 を考 える三本柱 の筆頭 に挙げ られるのが食事である。合理的な食生活が生命維持

存続に欠かすこ とので きない基本的な条件であるこ とは誰 もが認める ところである。 日

常の食生活で、食事時間の問題、摂取パターンの問題 など、それが、バランスよ くうま

くいか なければせ っか くとった栄養 は生か され ない。今回は食事の欠食状況、欠食の理

由、間食 ・夜食の摂取状況、食品別の摂取状況に しぼって調べ てみた。

大学生の 日常生活様態で欠食の食習慣があることは脳細胞 を始め肉体の完成期 にある

時期 に欠食は、重要な意味 を持 っている。

朝食、昼食、夕食の欠食状況は表(31)の とお りで欠食率が一番高いのがや は り朝食で

ある。ほ とんど欠食、週2～3回 欠食を合わせ ると308人(30.3%)と なっている。欠食

の理由は表(32)で 食べ る時間がない108人(58.4%)で 次に食欲がないと続いている。第

一位 に時間がないは全国 レベ ルの調査 を見て も時間がないが圧倒 的に多く
、時間がない

ほ ど忙 しいのであろうか。学生達 の朝食の大切 さを知識 として理解 していて も身体 に ト

ラブルが起 こらない限 り、欠食 と言 うパ ター ンにながれてゆ く。朝起 きるのが遅 く、登

校時間が追っているつい朝食を抜いて しまう、減量 しようとして朝食を抜 く、朝食 を用

意 して くれる人がいない、 自分で調理す るのが面倒 と欠食する。学生 は昔か ら宵 っば り

の朝寝坊 と言われているが、夜遅 くまで勉強 しているか と思 うとさに非ず、せ いぜ い一
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表(31)朝 食 ・昼 食 ・夕 食 表(32)ほ とん ど欠食 とつ け

食事

朝食 昼食 夕食
た人の欠食の理由

欠食の理由
件数 率件数 率 件数 率 件数 率

ほ とんど欠食 145 14.3 8 0.8 12 1.2 時間がない 108 58.4

週2～3回 欠 食 163 16.0 67 6.6 78 7.7
食欲 がない 49 26.5

ほ とん ど食べ る 708 69.7 939 92.6 923 91.1
経済的理由 11 5.9一

計 1016 100 1014 100 1013 100
肥 りた くない 9 4.9

その他 8 4.3

計 185 100

表(33)居 住形態別朝食の欠食状況
一

住居

ほ とん ど欠食 週2～3回 欠食

件数 率 件数 率
一

自宅 73 50.3 91 55.8

間借 7 4.8 6 3.7

ア パ ー ト又 は
マ ン シ ョン 47 32.4 55 33.7

下宿(食 事有) 2 1.4 1 0.6

寮 13 9.0 8 4.9

その他 3 2.1 2 1.2

計 145 100 163 100
　

表(34)ふ だん間 食や夜 食 を食べ

ますか

間食や夜食
一

件数 率

毎 日食べ る 280 27.8

週2～3回 486 48.3

ほ とん ど食べ ない 240 23.9

計 1006 100

時 間未 満の勉 強 して いるのが約68.7%で30分 未満 が37.5%で あ るか ら頭 が痛 い。 若 い頃

は、新 陳代 謝 も盛 んで あ り、感受 性 の強 い年代 で あ る。 スポー ツ、趣 味 、 いろ いろ な事

に、 チ ャ レン ジ し、積 極 的 な生 活 をすれ ば、 食欲 が ない と訴 えた りは不思 議 で あ り、 身

体 の リズム が狂 って い る としか い い よ うが ない。 食べ た い時 に食べ 、 食べ られ る時 に食

べ る と核 家族 の生 活様 式 の中 で食生 活 も変化 して きた。

住 居 形態別 朝 食欠 食状 況 は表(33)の とお りで 自宅73人(50.3%)ア パ ー ト又 はマ ン シ

ョン47人(32.4%)寮13人(9%)と 続 き、下 宿(食 事 あ り)寮 の 欠食者 は 自宅 、アパ ー

ト又は マ ン シ ョン、 間借居 住者 に くらべ て低 率 とな ってい る。週2-3回 の欠 食者 も、

自宅居 住者 が一 番高 く、 アパ ー ト又は マ ン シ ョン、 間借 とつづ いて い る。 自宅居 住者 が

特 に 多いの は、 前 に述べ た よ うに、 食事 をす る時間 が な い、 食欲 が ない、 いず れ にせ よ

この問 題 は食行 動 だけの 問題 で な く、 ラ イフス タ イルが 関係 して い る と考 え られ る。 夜

食 ・間 食につ い て見 る と、 表(34)の とお りで 、ほ とん どたべ ない学生 は240人(23.9%)
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表(35)朝 食の欠食状況 と夜 食 ・間食の摂取状況

朝食

夜食・間食

ほとんど欠食 週2～3回 欠食 ほとんどたべる 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

毎 日とる 36 24.8 33 20.2 211 30.2 280 27.8

週2～3回 とる 68 47.6 85 52.1 333 47.7 486 48.3

ほ とん どとらない 41 28.3 45 27.6 154 22.1 240 23.9

計 145 14.4 163 16.2 698 69.4 1006 100

表(36)昼 食の欠食状況 と夜食 ・間食の摂取状況

昼食

夜食・間食

ほとんど欠食 週2～3回 欠食 ほとんどたべる 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

毎 日とる 3 37.5 19 28.4 258 27.7 280 27.8

週2～3回 とる 1 12.5 34 50.7 451 48.4 486 48.3

ほ とん どとらない 4 50.0 14 20.9 222 23.8 240 23.9

計 8 0.8 67 6.7 931 92.5 1006 100

表(37)夕 食の欠食状況 と夜食 ・間食の摂取状況

夕食

夜食・間食

ほとんど欠食 週2～3回 欠食 ほとんどたべる 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

毎 日とる 1 8.3 19 24.4 260 28.4 280 27.8

週2～3回 と る 4 33.3 38 48.7 444 48.5 486 48.3

ほ とんどとらない 7 58.3 21 26.9 212 23.1 240 23.9

計 12 1.2 78 7.8 916 91.1 1006 100

で あ る。 お しゃべ りしなが らの間 食は女 子学生 の好 スタ イル であ る。 欠 食 と夜 食 ・間食

の摂取 状況 を見 る と表(35)表(36)表(37)の とお りで ある。夜 食 ・間食 は欠食 に関係 な く、

三 食食べ ていて も、 け っこ う摂取 して い る。 身の まわ りに、 いつ も食物 が手の 届 く所 に

豊 富 にあ る飽 食 の国 なので あ る。夜 食 ・間 食の中味 は、 菓子類 が最 も多 く果 物 が続 き、

次 いで イ ンス タ ン ト食品 とな ってい る。 食生 活 を考 える時、 その量 、 内容 、 と りか たが

重要 な ポイ ン トに なる。 摂取 カロ リー量 、三大 栄養素 のバ ランス、 食事 にか け る時 間、

食事 の場 が一家 団樂や コ ミニ ケー シ ョンの場 と しての役割 を失 い、 食事 時 間の 短 さが、

日本 の食事 の一パ ター ン とな って来て しまった。 食事 にか ける時間 は表(38)と な り、ゆ

っ くり食べ る と答 えた学生 は17.9%で あ る。

食品別摂 取状況 は表(39)の とお りで 、① 動物 性 食品、② 野菜 、③ 牛乳乳 製品 は、 か な
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り食べ てい る。 普通 に食べ るを合 わせ る と①83%、 ②77%、

③57%と 、ほ どよ く食べ て い る。

即席 め ん表(40)を 毎 日食べ る、時 々 食べ る53.5%、 ほ と

ん ど食べ ないで頑 張 って い る者 も46.5%い る。 幼 少の 頃 か

ら飲 み慣 れ てい る甘 味 飲料 水 の現 状 は表(41)一 日3本 以上

飲 んで い る者 が0.7%(7人)毎 日1～2本 が34%(346人)

で 、ほ とん ど飲 まないが25.8%(262人)と な って い る。 ほ

表(39)食 品別摂取状況

表(38)食 事 の時間

食事時間
件数 率

短いほ う 269 26.6

普通 560 55.4

長いほ う 181 17.9

計 1010

動物性食品 脂っこいもの 野 菜 果 物 牛乳・乳製品 あまい もの 塩からいもの

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

か な り食べ る 131 12.9 45 4.4 244 24.0 165 16.2 192 18.9 145 14.3 63 6.2

普通に食べる 734 72.2 442 43.5 540 53.1 383 37.7 391 38.4 428 42.1 286 28.1

少 し 食べ る 134 13.2 435 42.8 219 21.5 374 36.8 319 31.4 375 36.9 433 42.6

食べ ない 18 1.8 91 8.9 13 1.3 93 9.1 112 11.0 69 6.8 234 23.0

回答なし 4 0.4 1 0.1 2 0.2 3 0.3 1 0.1

計 1017 100 1017 100 1017 100 1017 100 1017 100 1017 100 1017 100

表(40)即 席めんを食べ ますか

即席めん
件数 率

毎 日食べ る 8 0.8

ときどき食べ る 536 52.7

ほ とん ど食べない 473 46.5

計 1017 100

表(41)甘 味飲料水 を飲み ますか

甘味飲料水
件数 率

毎 日3本 以上 7 0.7

毎 日1～2本 346 34.0

週2～3本 402 39.5

ほ とん ど飲 まない 262 25.8

計 1019 100

とん ど飲 まな い者の 割合 は全 国的 調査 で は45.8%で 、本 学学 生 は安 易 に甘味 飲料 水 を と

って い るよ うで あ る。《清涼飲料 水 は1缶(250ml)に 角砂糖5ケ(25g)分 の糖 分 が含

まれ てい る》

コー ヒー 、紅茶 、ア ル コー ル 、 タバ コ(別 に調べ る)な ど嗜好 品 の と り方や 、 コー ヒ

ー に入 れ る砂 糖 の量 は表(42)表(43)の とお りで あ る。 コー ヒー に砂 糖 を入 れ ない者 が

34.3%い る。砂 糖一 日の摂取 目安 は定 ま ってい ないが 一 日総 摂取 エ ネ ル ギー の10%位 、

砂 糖 に して50～70gで 体 重1kg当 た りで は0.5g以 下 と言 われ て いる。年令 、体 格 、運動

量 な どで違 って くる。

日常 生 活で 、 自分 は健 康 の こ とを考 え、 食事 に気 を付 けて い る学 生表(44)で99人(9.7
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表(42>一 日に コー ヒー 、 紅茶 は何 杯 く

らい飲 み ます か

コ ー ヒ ー
・紅 茶

件数 率

5杯 以上 16 1.6

3～4杯 91 8.9

1～2杯 457 44.9

ほ とんど飲 まない 453 44.5

計 1017 100

表(43)砂 糖 は一杯あた りどれ くらい入

れ ますか

砂糖
件数 率

茶匙3杯 以上 30 2.9

茶匙2杯 280 27.5

茶匙1杯 358 35.2

いれ ない 349 34.3

計 1017 100

表(44)健 康 のことを考えて食事には気

をつけていますか

食事
件数 率

特 に気 をつ けていない 286 28.1

少 しは気をつけている 629 61.8

よ く気 をつ けている 99 9.7

回答なし 3 0.3

計 1017 100

%〉 、少 し気 をつ けて いる629人(61.8%)で あ

る。 食事 に気 をつ けて い る と意 識 して いる学生

の 食品摂 取状況 を、特 に気 をつ けてい ない学生

の それ と比較 してみ る と表(45)～(52)の とお り

で ある。

動物性 食 品、野菜 、乳 製品 な どの摂 取 は高率

に なって いて、脂 っこい もの 、塩 か らい もの 、

即 席め ん な どは低率 にな ってい る。特 に即 席 め

ん は、ほ とん ど食べ てい ない。 自分 の健康 を意

識 して いる学生 は、理 にか な った食 品選 び を し

て いる よ うで あ る。

D健 康生活について

人、 アパー ト又 はマ ン シ ョン57人 、下宿2人 、 寮6人 、 その他2人 となってい る。

運 動 では、 か な り健 康 な学生 で 日常 運動 が 多い と答 えた者 が15.3%、 少 ないが35,6%で

あ る。 あ ま り健康 で ない と答 え た者169人 で、 日常運 動が 多 いは19人(11.2%)で 少 ない

が81人(47.9%)と な り、 あ ま り健康 で ない と、運動 量 の相 関関係 は顕著 に表 れて い る。

クラブ活 動 との関係 で、 かな り健康 な学生 は、毎 日か 、週3～4回 クラブ活動 を して

いる率 が 、 あ ま り健康 で ない グループ よ り高率 で あ る。体 力 との関係 で は、か な り健康

な学生 で は、体 力が あ る と28.6%、 体 力が ない20.8%と なってい る。 あま り健康 で ない

自分 の健 康 は生活管 理 に よって 自分 で守 り築

いてい くもの であ る と して、学生 が現在 自身の

健 康状 態 をど う とらえて い るか は表(53)の とお

りであ る。 か な り健康 で あ る と考 えて いて健 康

に 自信の あ る学 生 は169人(16.6%)で あ り、普

通668人(65.7%)、 あ ま り健康 でな い179人(17.6

%)と な って い る。 か な り健 康 で ある と普通 で

あ るを合 わせ る と82.3%に な り、昭 和61年 調べ

では、健康 であ る と答 えた学生 は76.1%で あっ

た。

健 康状 態 と住居 形態 、 日常運 動、 クラブ活動 、

体 力、運 動 の 好 き き ら い と の 関 係 は 表(54)

～(59)で あ る。住 居形 態で は、 あ ま り健康 でな

い と答 えた 学生 の 中で 自宅生 が105人 、間借7

日常
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表(45)ふ だん健康の ことを考えた食事 と食品(動 物性 食品)の 摂取状況

よく気を
っ けている

少 し気 を
っ けている

特 に気 を
っ けていない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

かな り食べ る 43 15.0 78 12.4 9 9.1 130 12.8

普通 に食べ る 199 69.6 464 73.8 69 69.7 732 72.2

すこ し食べ る 35 12.2 80 12.7 19 19.2 134 13.2

食べ ない 9 3.1 7 1.1 2 2.0 18 1.8

計 286 28.2 629 62.0 99 9.8 1014 100

表(46)ふ だん健康の ことを考えた食事 と食品(脂 っこい もの)の 摂取状況

よく気 を
っけている

少 し気 を
っけている

特 に気 を
っけていない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

かな り食べ る 24 8.4 21 3.4 45 4.5

普通に食べる 139 48.6 273 43.6 28 28.6 440 43.6

す こし食べ る 103 36.0 280 44.7 51 52.0 434 43.0

食べ ない 20 7.0 52 8.3 19 19.4 91 9.0

計 286 28.3 626 62.0 98 9.7 1010 100

表(47)ふ だん健康 のこ とを考えた食事 と食品(野 菜)の 摂取状況

よく気を
っけている

少 し気 を
っけている

特 に気 を
っけて いない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

か なり食べ る 53 18.5 156 24.8 36 36.4 245 24.2

普通に食べる 144 50.3 345 54.9 49 49.5 538 53.1

す こし食べる 78 27.3 125 19.9 14 14.1 217 21.4

食べ ない 11 3.8 2 0.3 13 1.3

計 286 28.2 628 62.0 99 9.8 1013 100

表(48)ふ だん健康のこ とを考えた食事 と食品(果 物)の 摂取状況

よ く気を
っけてい る

少 し気 を
っけている

特に気 を
っけていない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

か なり食べ る 48 16.8 99 15.8 17 17.3 164 16.2

普通に食べる 91 31.8 249 39.6 41 41.8 381 37.6

す こし食べ る 115 40.2 228 36.3 31 31.6 374 37.0

食べない 32 11.2 52 8.3 9 9.2 93 9.2

計 286 28.3 628 62.1 98 9.7 1012 100
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表(49)ふ だん健康の ことを考えた食事 と食品(牛 乳 ・乳製品)の 摂取状況

よく気 を
つ けている

少 し気を
っ けている

特 に気 を
っ けていない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

か な り食べる 45 15.7 119 19.0 28 28.3 192 19.0

普通に食べる 97 33.9 245 39.1 48 48.5 390 38.6

すこし食べ る 100 35.0 198 31.6 19 19.2 317 31.4

食べ ない 44 15.4 64 10.2 4 4.1 112 11.1

計 286 28.3 626 61.9 99 9.8 1011 100

表(50)ふ だん健康のこ とを考えた食事 と食品(甘 い もの)の 摂取状況

よく気を
っ けている

少 し気 を
っ けている

特 に気を
っ けていない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

かな り食べ る 49 17.1 87 13.8 8 8.1 144 14.2

普通に食べる 123 43.0 273 43.4 29 29.3 425 41.9

すこ し食べ る 100 35.0 228 36.2 48 48.5 376 37.1

食べ ない 14 4.9 41 6.5 14 14.1 69 6.8

計 286 28.2 629 62.0 99 9.8 1014 100
一

表(51)ふ だん健康の ことを考えた食事 と食品(塩 か らい もの)の 摂取状況

よく気 を
っけている

少 し気 を
っけている

特 に気 を
っけていない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

か なり食べ る 23 8.0 39 6.2 2 2.0 64 6.3

普通に食べる 86 30.0 172 27.4 28 28.3 286 28.2

す こし食べる 114 39.9 283 45.1 33 33.3 430 42.4

食べ ない 63 22.0 134 21.3 36 36.4 233 23.0

計 286 28.2 628 62.0 99 9.8 1013 100

表(52)ふ だん健康のこ とを考えた食事 と食品(即 席めん)の 摂取状況

よ く気 を
つけている

少 し気 を
っけている

特に気 を
っけていない 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

かな り食べ る 4 50.0 166 31.1 116 24.5 286 28.2

普通に食べる 4 50.0 333 62.4 292 61.7 629 62.0

すこし食べ る 35 6.6 64 13.5 99 9.8

食べ ない 1 0.2 1 0.1

計 8 0.8 534 52.6 473 46.6 1015 100
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表(53)

健康状態
件数 率

かなり健康 169 16.6

普通 668 65.7

あま り健康でない 179 17.6

回答なし 1 0.1

計 1017 100

本学学生の生活実態調査報告(第 一報)

あなたの健康状態 表(54)自 分の体 力 を ど う

思 いますか

体力
件数 率

体力がある 131 12.9

普通 486 47.8

体 力が ない 396 38.9

回答な し 4 0.4

計 1017 100

表(55)住 居形態 と健康状態

健康状態

住居

かな り健康 普通
あま り

健康でない
計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

自宅 123 74ユ 433 65.3 105 58.7 661 65.6

間借 3 L8 13 2.0 7 3.9 23 2.3

ア ノぐ一 ト 又 は
マ ン シ ョ ン 28 16.9 150 22.6 57 31.8 235 23.3

下宿(食 事有) 5 3.0 18 2.7 2 Ll 25 2.5

寮 6 3.6 41 6.2 6 3.4 53 5.3

その他 1 0.6 8 1.2 2 1.1 ll 1.1

計 166 16.5 663 65.8 179 17.8 1008 100

表(56)健 康状 態 と日常運動

健康
状態

運動

かなり健康 普通
あま り

健康でない
計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

多い 25 15.3 52 8.1 19 11.2 96 9.8

普通 80 49.1 340 52.8 69 40.8 489 50.1

少 ない 58 35.6 252 39.1 81 47.9 391 40.1

計 163 16.7 644 66.0 169 17.3 976 100
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表(57)健 康状態 とクラブ活動の程度

健康状態

程度

かなり健康 普通
あ まり

健康でない
計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

毎 日している 15 9.0 26 4.0 2 1.2 43 4.4

週3～4回 17 10.2 56 8.6 14 8.2 87 8.8

週1～2回 61 36.5 167 25.7 32 18.7 260 26.3

していない 74 44.3 400 61.6 123 71.9 597 60.5

計 167 16.9 649 65.8 171 17.3 987 100

表(58)健 康状態 と体 力

健康
状態

体力

かなり健康 普通
あま り

健康でない
計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

あ る 48 28.6 72 10.8 11 6.1 131 12.9

普 通 85 50.6 349 52.5 51 28.3 485 47.9

な い 35 20.8 244 36.7 118 65.6 397 39.2

計 168 16.6 665 65.6 180 17.8 1013 100

表(59)健 康状態 と運動のす ききらい

健康
状態

す き、
きらい

かな り健康 普通
あま り

健康でない
計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

す き 100 59.9 277 41.8 71 40.1 448 44.5

普 通 57 34.1 322 48.6 84 47.5 463 46.0

きらい 10 6.0 64 9.7 22 12.4 96 9.5

計 167 16.6 663 65.8 177 17.6 1007 100
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件数 率

既
往
症

な し 603 60.0

あ る 401 40.0

計 1004 100

現
在
病の
気

、

い いえ 780 77.7

は い 224 22.3

計 1004 100

両
既親
往の
症

い い え 822 83.3

は い 165 16.7

計 987 100

両
親
現の
在

い い え 882 89.4

は い 105 10.6

計 987 100

学生 で は、体 力が あ る6.1%、 体 力 が ない65.6%と なって

い る。 あ ま り健康 で な い と答 え た学 生 の運動 量 、体 力、

と もに大 き く影響 して くる事 が明 白で あ る。

運 動 の好 き きらい との 関係 は、 か な り健康 な学 生 の方

が運 動好 き59.9%で 、 あ ま り健 康 で ない学 生 は、運動 好

きは40.1%と な って いる。 あ ま り健 康 で ない と答 えた学

生 も、結構 運動 好 きな事 が わか った。

病気 につ いては表(60)の とお りで あ る。

特 に既 往 症 が ない学生 が60.0%で あ り、現在 病気 の学

生 は22.3%と な り、22%の 学 生 が(224人)病 気 として 自

覚 して い る。22%は 数 と して決 して少 な くない。5月 の

健 康 診断 で得 た具体 的 な実 態 と22.3%は 重 な るの で あろ

うか。 学生 が どの程 度 の症状 を病 気 と して捉 え てい るか

も問題 であ る。健康 に関す る情報 は、表(61)の とお りと

なって い る。 この年代 で 、 自分 と直接 関係 が ない と無 関心 の よ うであ る。学 生 に とって

健 康 の トラブル が無 い限 り若者 は元 気 で あ って 当然 で あ り、 見た い もの 聞 きた い もの興

味 あ る もの が他 に 山ほ どあ るので あ ろ う。 しか し無 関心 の中 で も両 親 、家族 か らの情 報

は他 の情 報 と比べ る とよ く届 いて い る よ うで あ る。無 関心 層 の 多い 中で も今 後希望 と し

て 、50.7%の 学生 が なん らか の形 で情報 の提 供 を受 け たい として い る。 表(62)

E生 活状況

学 生 の一一ケ 月の 食費(自 宅生 以外)、 ア ルバ イ トの状 況 につ いて 質問 を した結果 は、表

(66)～(70)で あ る。 自宅 生以外 の学 生 は表4で ある。学 生の 一 ケ月の 生活 費や 食費 は居

住 形態 に よ って異 な るで あ ろ う。 食費 につ いて 見る と、2万 円以 下 ～4万 円以 上 とば ら

つ きが あ るが、2万 円 ～4万 円が285人(69.5%)で4万 円 以上45人(11.0%)、2万 円

以 下80人(19.5%)と な ってい る。大 学生 の生 活の 中 で重要 な部分 を しめ て い るの が ア

ルバ イ トで あ る。520人(51。1%)が アル バ イ トを して い る と答 え年 々比率 は高 くな って

い る。まだ して い ないが 、近 くアルバ イ トを した い と希望 して い る学 生が276人(27 .1%)

まだ して い ない146人(14.4%)と な って い る。

本学 学生 の アルバ イ トの職種 は表(68)で サ ー ビ ス業 が大 多数 を占め てい る。 日数 や 回

数 は表(69)で 収 入 につ いて は表(70)の とお りで あ る。生 活 費 よ り小遣 、 レジャー 用 とし

ての 用途 が 中心 にな って いる よ うだ。 一部 の学 生 に とっては、 アル バ イ トは本 業 の勉学

に並ぶ ほ ど重要 な位 置 を占め てい る。 これ だけ世 の 中が消 費時 代 とな り、 しか もよ り豊

かで あ る こ とが ま るで ステ イ タス、 シンボ ルで で もあ るかの よ うに宣伝 され て い るか ら、
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表(61)健 康 に関する情報
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件数 率

健 ラ
康 ジ
医オ
療 ・
番テ
組 レ

あ

よ くみ る(聞 く) 59 5.8

ときど きみ る(聞 く〉 522 51.3

全 くみない(聞 かない) 435 42.8

回答な し 1 0.1

計 1017 100

医新
学聞
記 ・
事雑
誌
の
健
康

よ くみ る 84 8.3

ときどきみる 578 56.8

全 くみ ない 353 34.7

回答なし 2 02

計 1017 100

健
康
・

医
学
書

よ くみ る 24 2.4

ときどきみ る 216 21.2

全 くみない 775 76.2

回答 なし 2 0.2

計 1017 100

講健
演康
会に
関
す
る
講
座

よ くみ る(聞 く) 14 1.4

とき ど きみ る(聞 く) 86 8.5

全 くみない(聞 かない) 915 90.0

回答 なし 2 0.2

計 1017 100

両
親
・

家
族

よ く聞 く 269 26.5

とき ど き聞 く 576 56.6

全 く聞か ない 169 16.6

回答な し 3 0.3

計 1017 100

友

人

よ く聞 く 86 8.5

ときどき聞 く 526 51.7

全 く聞かない 403 39.6

回答なし 2 0.2

計 1017 100

講

義

よ く聞 く 94 9.2

ときどき聞 く 259 25.5

全 く聞かない 660 64.9

回答 なし 4 0.4

計 1017 100

は じめ て親 元 を離 れ た地 方出 身者 な ど、

親 か らの知 恵 も与 え られ ず、 大切 な もの

とは知 りなが ら、バ イ トで稼 い だお金 を

つ い消 費 して しま う。 そ してバ イ トその

もの に ノ メ リ込 んで 、時 に は留 年 な ど、

本 末転倒 もい い とこ ろであ る。

いつ まで も若 く、 スマ ー トで あ りたい

と思 うの は女性 の永 遠の願 いで あ り、特

に最 近 の若 い者 は こぞ って痩せ 願望 であ

る。

自分 の体 型 につ いて は、表(63)の とお

りで、 ふ とってい る とお もって い る学 生

は529人(52.0%)や せ てい る と思 ってい

る学 生 は53人(5.2%)し か いな い。現 在

の体 型 と今 後へ の希望 は表(65)で あ る。

ふ とって いて、や せ た い と思 うの は 当然

の こ とで あろ うが、や せ て い る人が もっ

とや せ た い と望 んで い るの は4人(7.5

%)い る。 フ ァ ッ シ ョンモデ ル、 タ レン

トな ど、 どれ を見 て も、度 を越 えて痩せ

てい る とい う異常 さを見れば"肥 満"は

醜悪 で あ り、"痩 せ"は 、 清 らか であ り美

的 と され るので あ る。

あ なた は 自分 の体 型 を変 えた い と思 い

ますか の問 い に、やせ たい と答 えた学 生

が797人(78.4%)い るの が、や せ願 望 の

根 強 さを表 してい る といえ る。
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表(62)健 康 に関す る教

育、講演又は実技指導を

うけたい と思 いますか

件数 率

はい 516 50.7

、

い い え 484 47.6

回答なし 17 1.7

計 1017 100

表(63>あ なたの体 型

体型
件数 率

現
在
ま
で
の
体
型

ふ とって い た 377 37.1

普通 497 48.9

やせ ていた 143 14.1

計 1017 100

現
在
の
体
型

ふ とって い る 529 52.0

普通 435 42.8

やせ ている 53 5.2

計 1017 100

自
分
の
体
型

やせ たい 797 78.4

今の ままで よい 200 19.7

ふ と りた い 18 1.8

回答な し 2 0.2

計 1017 100

に両
似親
ての
いど
るち
ら
か

似 てい る 646 63.5

似 ていない 368 36.2

回答 なし 3 0.3

計 1017 100

表(64)過 去の体型 と現在の体 型

過去

現在

ふ と ってい た 普通 やせ ていた 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

ふ とって い る 338 89.7 152 30.6 39 27.3 529 52.0

普通 37 9.8 339 68.2 59 41.3 435 42.8

やせ ている 2 0.5 6 1.2 45 31.5 53 5.2

計 377 37.1 497 48.9 143 14.1 1017 100
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表(65)現 在の体 型 と今後の体 型への希望

現在

今後

ふ とっ てい る 普通 やせ ている 計

件数 率 件数 率 件数 率 件数 率

やせ たい 515 97.4 278 64.2 4 7.5 797 78.5

今の ままでよい 14 2.6 152 35.1 34 64.2 200 19.7

ふ とりたい 3 0.7 15 28.3 18 1.8

計 529 52.1 433 42.7 53 5.2 1015 100

表(66)一 ヶ月 の食 費

食費
件数 率

4万 円以上 45 11.0

4万 ～3万 円 123 30.0

3万 ～2万 円 162 39.5

2万 円以下 80 19.5

計 410 100

表(67)ア ル バ イ トにつ いて

アルバイ ト
件数 率

して いる 520 51.1

した い と思 って い るが

して い な い
276 27.1

していない 146 14.4

回答なし 75 7.4

計 1017 100

表(68)職 種 につ いて

職種 件数 率

百 貨 店 ・スーパ ー 156 30.0

レ ス トラ ン ・ウ ェ イ トレス 179 34.4

医薬品 ・化粧品その他販売 24 4.6

塾 ・家庭教師 43 8.3

イ ンス トラ クター 22 4.2

病院 ・診療所の受付 37 7.1

その他 59 11.3

計 520

表(69)週 何 回しているか

件数 率

1回 48 9.2

2回 90 17.3

3回 148 28.5

4回 119 22.9

5回 82 15.8

6回 28 5.4

7回 5 1.0

計 520
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表(70)収 入 につ いて
一

収入
一

件数 率

1万 円以下 6

　

L2

1万 円
　

21 4.0

9.0
12万 円

47

3万 円 99 19.0

15.44万 円 80

5万 円 100 19.2

6万 円
一

59 11.3

7万 円 28 5.4

8万 円 40 7.7

一

9万 円
一

15 2.9

10万 円 19 3.7

10万 円以上 3 0.6

回答なし 3 0.6
　

計
→

520 100

ま とめ

今 ラ イフ スタイル病(い わ ゆ る成 人病)が 社 会的 な問題

に なって いる。青 少年 白書 によれ ば、大学 生の睡 眠時間 が

減少 し、就寝 時間が遅 くな り、 更に 食習慣 で は朝 食の 欠食

が 多い こ とな どが問題点 として指摘 され てい る。 今 回の 調

査 において も類 似の現状 がは っ き り表れ てい る。

生 活時間 ・行動 について、運 動 にっ いて、 食生 活 につ い

て、 健康 生活 につ いて、生活状 況 につ いて、5項 目の調査

で今回は現状 を把握 す るに留 まったが、本学学 生の おお ま

か な ライフ スタイルが一一応明 らか にな った。

ライフ スタイルは、幼少期 か ら青年 期 に定 着す る といわ

れ てい るが 、 この大切 な時期 に健康教 育、保健教 育 の重大

さ を、我 々体 育指 導 者が最 も留 意すべ きポ イン トで あ るこ

とを、再 認識すべ きで ある。 健康教 育は、単 なる知 識の伝

達 で な く自分 の心 身につ いて よ く知 るこ と、健康行動 の実

践、 さ らに 自分 を含め た社 会の健康 問題 につ いて広 い視野

で考 えるこ となど を目的 とし、保健管理 が学生 に とって 自分 のため に主体 的 に取 り組む

ことで あ る。 学生 の保 健行動 の変容 を起 こすには、 一時的 なあ るいは、一面的 アプ ロー

チでは不十分 で あ り、 こ とに最近の健康 問題 は心身 に関連 した しか もライフス タイルに

根 差 した ものが 多 くよ り複雑 となってい る。 日常 生 活 をコン トロー ル して い くには、抽

象論で な く、個別 的、具体 的、かつ体 験的 なアプ ローチが必 要で ある。 今回の調 査 か ら、

客観的 かつ具体 的 な方法 を持 つ行動科 学的 なアプ ローチが 求め られ てい る と考 えられる。

従 来の健康学 以上 に、食事 、運動 、休養 など生活 の基本的 問題 を相 互の関係 の 中で行

動科学 的 に捉 え る必要 があ る と痛 感 した。
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